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５月24 日（日）第１会場　 午前10:00 ～11 : 45

因 子 分 析 によ る 幼 児 の 足 先 部形 態 の 把 握

福 岡 女 大 家 政　　 山 本 昭 子
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〔(社) 日本 家政 学会

的 ） 幼 児 の 足 型 特 性 に つ い て 、 足 部主 要 箇 所 の 統 計 量 と 成 長 量 、 お よ び 足 型 を構 成

要 な 成 分 等 に つ い て は す で に 報 告し て き た が 、 今 回 は 特 に 履 物 を 設 計 す る 上 で 重 要

れ る 足先 部 の 形 態 を 把 握 す る こ と を 目 的 とし て 、 足 先 部 の 因 子 を 解 明し 、 そ れら に

趾 型 の 分 類 お よ び そ れ ら の 分 布 を 検討 し た 。

法 ）3 ～6 才 の男 女 児　332 名 の 足 歎 写真 を 資 料 と し て 、 関 節 角 度 ・ 第 １ 趾 内 角 ・ 第 ５

・ 半 足 幅 内 ／ 半 足 幅外 ・ 半 足 帳 内 ／ 第 １ 趾 内 角 ・ 半 足 幅 外 ／ 第a 趾 内 角 ・（ 第1 ～

長 ） ／ 第 ２ 趾 長 ・（ 第1   ～ 第5   趾 長 ） ／ 足 幅 の1    5 項 目 に 因 子 分 析（ 主 因 子 法 ） を

得 ら れ た 主 要 因 子 の ス コ ア の 大 小 を クロ ス さ せ て 趾 タ イプ を 分 類 し 。 そ れ ら の分 布

・ 年 令 差 等 を 検 討 し た。

果 ） ①趾 に 関 す る 主 要 な 因 子 は 、 第 １ は 足 幅 に 対 する 各 趾 長 を 表 し 、 第 ２ は 第 ２ 趾

る 第 ３ 趾 ・ 第 ４ 趾 ・ 第 ５ 趾 の 長 さ を表 し 、 第 ３ は 第 ２ 趾 に 対 す る 第 １ 趾 長 を 表す 。

態 の51.5  % は そ れら の ３ 因 子 で 説 明 出 来 る 、 ② 角 度 に 関 す る 主 要 な 因 子 は 、 第 １ 趾

半 足 幅内 ／ 半 足 幅 外 と に 関 す る 因 子 で あ り 、 寄 与 率 は1    Q  .0 0/で あ る 。 両 者 は 逆 相 関

、 第 １ 趾 角 度 の 変 異 が 大 き い と 足 の 長 軸 は よ り 外 側 に 位 置 す る 。 ③足 幅 に 対 す る 各

お よ び 第 ２ 趾 に 対 する 第 １ 趾 長 の 両 因 子 の ス コ ア の平 均 値 に は 性 差 が 認 め ら れ、 女

が 足 幅 に 対 し て 趾 が 長 い 傾 向 を 示 す。 ④ 趾 に 関 する ３ 因 子 を ク ロ スさ せ て 趾 タ イ プ

を 行 な う と 、 足 幅 に 対 す る 各 趾 長 お よ び 第 ２ 趾 に 対 する 第1    ･ 第 ４ ・ ５趾 の 長 さ が

タ イ プ が 最 も 頻 度 が 高 く 、 約32% と な る 。

成人女子の足部形状とサイズの変動要因

一足部サイズの日内変動一

聖徳大短大　　Ｏ大塚美智子　三洋幸江　菱沼久恵

（目的）足部の形状、 サイズは時間、 季節、 体調、 運動量、 水分摂取量等によって変化す

ると考えられているが、 変動要因が複雑であること、 変動量の計測が困難であることなど
から、 これらの影響についての具体的データは示されていない。 そこで本研究では、 まず

足部サイズの日内変動量について、 個人の追跡および集団の計測を行い検討した。 また計

測に際して、 姿勢の変化が足部サイズの大きな誤差要因になると考えられるため、 姿勢の

変化にともなう足部の形状、 サイズの変化についても検討した。
（ 方法）追跡研究では、 成人女子1  名の左右両足について朝と夜の１日２回の計測を実施

した。 計測期間は19  9 0 年４月１日～６月1   2日の7  3 日間である。 計測項目は足長、
足幅（足型から計測）、足囲ボール（ メジャー計測）. 体積の∠1項目である。 体積は外果

端位の水位の変化によって算出した。 また、 集団データにより追跡研究の統計的バックア

ップを行うために女子短大生（1   8 ～1  9 歳）1   2 9 名について朝と夜の１日２回メジャ

ーによる計測を実施した。 計測期間は19  9  0 年７月1  7日～1  9 日の３日間、 計測項目
は足囲ボール、 足囲ウエスト、 足首囲の３項目である。 さらに、 姿勢変化の影響をみるた

め、 短大生1   3人について開脚角度の変化にともなう足I1 ボール、 足囲ウエスト、 外果高

内果高、 および足型角度の変化量を計測した。
（結果）1. 足部の体積は朝より夜のほうが8  % 大きくなる。2. 足部サイズは夜にかけ

て膨張し、 朝にかけて回復すろ。 この傾向は足首囲に顕著に見られる。3. 足部の形状、
サイズは開脚角度によって変化し、 とくに外果高、 内果高の変化は著しい。
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